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    By means of gas-liquid chromatography, we investigated the com-

positions of unsaponifiable matters of head oils from a porpoise, 
 Neomeris phocaenoides and dolphins, Langenorhynchus obliquidens, Prodel-

phinus spp. so-called "Hasinaga-iruka" and "Madara-iruka". 
    These unsaponifiable matters contain three principal Components, 

temporarily named A, B and C. 
 "A" component is cetylalcohol; "B" and "C" components are 

supposed to be methyl-pentadecanol and methyl-tetradecanol respecti-
vely. 
    As for dolphins, "B" component is prominent and considered to 
be a characteristic of their head oils.
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育中に死亡したものである．

　採油はアセトン抽出5）と煮取法によった．前報4）に従って製法の差異による油の特性

の差異は殆んどないものと考えた．

　実験方法：常法に従ってけん化した脳油から不けん化物を抽出してGLCを行なっ

た．GLCの充填剤はシリコンオイルDC　550／セライト545およびトウィー・ン＃　60／ダイ

アソリドMで，前者を遊離アルコールの後者をアセテートの分離に用いた．

　装置は熱伝導度型検出方式のもので，最高温度は200。C，たゴし，200。Cでは温度の

調節がやXわるく，クロマトグラムに部分的な伸縮がみられたが，分離は良かったので，

200。Cにおいて使用し，炭素数16までのものについて検索した．

　2．実験の経過および結果

　試料に用いた脳油の特数をTable　1に示す．

Table　1，　Properties　of　head　oils．

Head　oil
　　of
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　撒けん化物は沃素価10～25の半固形の物であるが，そのクロマトグラムをFig．1に

示す．

　これらのクロマ5グラムにはいずれも3個の主要なピークが存在するので，既知のアル

コールを試料に混入してしらべた．その結果Aのピークはセチルアルコールであることが

分った．

　BおよびCのピークはセチルアルコ・一ルおよびミリスチルアルコ■一一・ルの間に位し，試料

を混合した場合でも主要のピークは常に3つであるため，これらの試料は共通してセチル

アルコールのほかC、4～C、6に相当する2種類のアルコールを主要成分として含むものと

考えた．

　試料が充分でないため混合試料を用いてBおよびCのピークに相当する成分（以後B成

分あるいはC成分と略記）についてしらべた．すなわち試料に対して尿素を1．5，メタノ

ールを3の割合に加えて直鎖の飽和アルコールの大部分を尿素付加物として除いた後，さ

らにろ液に尿素を5，メタノールを20の割合になるまで加え，生じた尿素付加物から試料

を回収した後，アセチル化を行なった．このアセチル化物のクロマトグラムを：Fig．2に

示す．この物質をアセチル化するまえは水酸基価は225，沃素価は15．7，比旋光は〔α〕2B

＝一．．　1．3で，微黄褐色の液体であった．

　次に標準物質としてCi4～C、7のアルコールのアセテートの等量混合物のクPマトグラ



126 長崎大学水産学部研究報告　第17号（1964）

①
ω
q
o
α
ω
Φ
餌
』
Φ
℃
」
8
①

（1）

e
B

B

A　（C16）

（2）

c
A（C16）

（3）

c

B
A（Ciる）

（4）

c

一／一“．v一．一一一一一．M一一一一一一一

B
　　　　　　A（C16）

Fig．　1．
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Chromatograms　of　unsaponifiable　matters　of－head　oils　from

A’eo，neri，s　pltocaenoides　（1），　ProdelPlvinus　spp．　so－called　’“Hasinaga－

iruka”　（2），　ttMadara－iruka”　（3），　Langenorhynchus　obliquidetas

（4）．　Conditions：　Column　temp，　2000C；　flow　rate　of　helium

gas　40　ml／min．　for　（1），　（2），　（4）　and　60　ml！min．　for　（3）．

Identifications：　A　cetylalcOhol，　B　and　C　unknown　alcohols．
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Chromatogram　of　acetylated　unsaponifiable　matter　obtained

from　a　urea－adduct．　Conditions　：　Column　temp．　2000C；

flow　rate　of　helium　gas　60　ml／min，　ldentifications　as　in

Fig．　1．
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Fig．　3．　Chromatogram　of　standard　substances　of　acetylated

　　　　　alcohols．　Conditions　and　identificatians　as　in　Fig．　2，
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Fig．　4．　Chromatogram　of　a　mixture　of　substances　shown　in
　　　　　Figs．　2　and　3．　Conditions　and　identifications　as　in　Fig．　2．

ムを：Fig．3に示す．

前記2者の混合したものxクロマトグラムを：Fig．4に示す．

考 察

　オキゴンドウクジラで先に4）行なった実験では，Ci　c）以下のアルコールの，不けん化

物全体に対する比率は90％以上であったが，今回はイルカの種類も異なっており，GLC

を長時間行なった場合，分離iは充分でないがC16のピークより後の方にも別のピークが

認められるためC17以上の成分も存在する．

　しかしC、6以下の範囲では，スナメリにおいてはセチルアルコー・・一一ルは過半量を示し，

カマイルカ，ハシナガイルカおよびマダライルカにおいては，B成分は過半量を示すか

ら，これらの成分はそれぞれのイルカの脳油において特徴的な成分と考えられる．このこ

とは前者のスナメリがporpoiseで，後の3者がdolphinである点に興味がある．

　渡辺・千原ら6・）およびKNIGHTら7）によれば，尿素付加物をつくるものには直鎖飽



要 約

ガ ス ク ロマ トグ ラ フ イーに よ って,ス ナ メ リ,カ マイ ル カ,ハ シ ナ ガイ ル カお よ び マ ダ

ライル カの 脳 油 不 け ん 化物 中 に含 まれ る ア ル コ ール成 分 を 検 索 して次 の結 果 を得 た.

す なわ ち,上 記 の各 試 料 に は 何 れ に も3つ の 主要 成 分 が存 在 し,そ の うち の1は セ チル

ア ル コ ール で あ り,他 の2は 炭 素 数16(B成 分)お よび 炭 素 数15(C成 分)で,と もに メ

チ ル 側 鎖 を もつ 飽 和 アル コ ール と推 定 した.

吻 の突 出 した イル カで 側 鎖C16ア ル コール(B成 分)は そ の脳 油 の特 徴 と考 え る.
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